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お問合せ   島根県立益田翔陽高等学校    代表  ℡  ０８５６（２２）０６４２ 

電子機械科 電気科 

生物環境工学科 総合学科 



科　名 テ   ー   マ   ＆   概   要
電気と福祉　～電気技術を活かした地域交流～

　授業や実習で学んだ電気の知識・技能の向上を目指し、高齢独居宅や公共施設で、電気器具及び配線の
点検・保全作業と、火災警報器の維持を行うボランティア活動を行いました。現在まで続く７年間の活動
は「電ボラ」と呼ばれ校内外で認知され、地域と連携した作業や交流活動も増えました。本年度は、農場
入口に「街灯」を製作しました。実物は持参できませんがスライドの写真を見て下さい。

「多脚ロボット」の製作

　長年研究してきた二足歩行ロボットの製作を通して蓄積された知識と技術を活かして、今年は新たに四
足歩行ロボットに挑戦しました。
　これまでとは違う骨格の設計・製作から始めて、授業や実習で学んだ電子技術やプログラミング技術を
基にした電子回路を製作して制御しています。　　”今年はコケマセン！！”

I ｏＴを利用した農場ハウスのリモート管理

　私たちは、先輩達が農業科とコラボされてきた「ＬＥＤによる水耕栽培」「自動散水装置」「電熱温床
線の自動制御」に引き続き、農場ハウス内の温度、湿度などをスマホで管理できるアプリケーションの開
発を目指しました。BLYNKというアプリケーションを使い、ラズベリーパイというマイコンに接続され
た温度・湿度・気圧センサのデータをインターネットを通してスマホに送り、スイッチ操作で機器をスマ
ホから遠隔操作します。

命というもの　　～有畜複合経営の可能性～

　環境保全型農業の推進や食の安心・安全を求める消費者が増える一方で、農業従事者の減少や高齢化に
より農地の集積化が図られ、組織的な大規模農業経営が主流となってきています。大規模化された食料生
産はもはや「工場」であり、工業化された命の生産には「尊厳」が欠如していると感じます。そこで本研
究では水稲栽培における生産過程に合鴨を導入し、水田環境の生態系を活かした「合鴨米」と合鴨の飼育
を通し、命を育みそして“いただくこと”について考えることにしました。

Flower　Life

　益田市には数多くの福祉施設があり、施設利用される方の中には、体が不自由のため外での活動が難し
い方もいます。今回の研究では年間を通して、利用者の方々とふれあいながら季節に応じた草花を取り入
れた寄せ植え造りやフラワーアレンジメントなどの活動を行いました。この研究活動が利用者の方々の心
身の健康の維持、向上を目的とした楽しみの一つとしていただける機会になると嬉しく思います。

水鳥公園の改修

　農場にある水鳥公園の利用者を増やすために、樹木のせん定による美観の向上や、池の清掃・修復・拡
張による水の循環の改善、滝の作成、道の嵩上げ等を行い、老朽化していた水鳥公園の環境を良くしまし
た。この研究では生モルタルを注文したり、石組みや樹木のせん定を本格的に行うことで、将来に繋がる
施工技術を身に付けることができました。

魚食普及

アンケートから、魚はにおいや骨があることから敬遠されがちなことがわかり、魚食普及の研究をする
ことにしました。この研究では益田の漁業協同組合や荒磯館、葵保育園と連携し、手間や時間を省いた調
理方法を用いて魚のにおいや骨が気にならない料理を考案しました。また、子どもたちに魚のおいしさや
食べ方を知ってもらいたいと思い、親子参加型の魚料理教室も行いました。

子どもの虫歯予防

子どもに多い歯の症状第一位が虫歯だということを知り、子どもの頃から歯磨き習慣を身に付けてもら
いたいと思いこの研究に取り組むことにしました。緑が丘保育所の協力をいただき、手作り紙芝居を使い
歯磨き指導を行ったことで、磨き残しの減少を実現させることができました。ステージで紙芝居の実演を
しますので温かい目でご覧ください。

被服製作の技術を使って
授業を通じて学んだ被服製作の技術を使い、平成２４年度の課題研究で製作されたジャミーとマーマの

着ぐるみの修復とジャミーをモチーフとした小物製作を行いました。また、地域の染色家のもとで学んだ
草木染を用いて学校にあるいろいろな植物で染色を試み、うまく染色できた布を使いドレスを製作しまし
た。
　これら製作品のファッションショーも行いますので、お楽しみください。

第24回ロボット競技大会

  ロボット競技大会は、毎年競技内容が変更されて複雑化しており、課題をクリアするために多くのアク
チュエータ（動きを作る機械）の使用が必要となります。今年度も多くのモータ類を使い競技用ロボット
を製作しました。自立ロボット、親ロボットの動き・構造物の動きを紹介します。

卓球マシンの製作

　卓球台に乗せて使用する、球出し装置を製作しました。ピンポン玉の入った籠から、一球ずつ取り出す
装置を考えることに一番苦労しました。打ち出す装置のモータの位置決めも精度を要するので、時間をか
けて調整しました。発表会では実際に球を打ち出すところを見て頂きたいと思います。

ご注意

電気科

 8：50

 
 9：30

生物環境
工学科

  9：35

10：15

各学科の発表時間は予定より前後することがありますので、お早めにご来場ください。

総合学科

10：35

11：15

電子
機械科

11：20

12：00


